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A.研究目的 

性感染症ࡣ、女性においてࡣ、��ṓ௦のⱝ年

女性がᶆ的となっているࠋ� 大性感染症のいࢀࡎ

も女性の⨯患ピークࡣ ��ṓ௦にࡾ࠶、⏨性のそ

らの女ࢀࡇࠋる࠶ると᫂らかにⱝ年࡛とẚࢀ

性の感染※を⪃えると、性産ᴗがその現場とな

っているࡇとが᥎定ࢀࡉるࠋ�

性産ᴗと婦人科㡿ᇦࡣ㛵連性が㧗いࠋ特にⱝ

年女性の性感染症の୍部ࡣ、性産ᴗᚑ者に集

୰するࠋ性΅によるᮃࡲない妊娠に対する㑊

妊のព識ࡣ、性産ᴗᚑ者の୰࡛もẚ㍑的㧗く

⤒ཱྀ㑊妊⸆➼による予防がᐜ࡛᫆࠶るࠋしか

し、性感染症にࡘいてࡣ、女性⮬㌟ࡔけ࡛予防

しษࢀるもの࡛ࡣないࠋ性ჾ࣌ࣝ࣊ス、ᑤᆂࢥ

ンジロー࣐、梅毒ࡣ、性的接ゐによってᐜ᫆に

感染する性感染症࡛࠶るࠋ�

その୰࡛、近年問題となっているのが梅毒࡛

るとのሗ࠶た、梅毒の 床が性産ᴗ࡛ࡲࠋる࠶

࿌も国内のࢧーࣛ࣋ンスからも見えているࠋ

性産ᴗを用した⏨性から、୍⯡女性の感染

も臨床現場࡛ࡣᩓ見ࢀࡉ、そࢀがࡉらに妊娠と

㛵連した場ྜにࡣ、母子感染をᘬࡁ㉳ࡇし先天

梅毒に⮳るࠋ���� 年௨㝆、女性梅毒患者ࡣ、そ

��、て௨๓とẚࢀ ಸ近くなっておࡾ、そࢀに�

�

కって先天梅毒もቑຍしているࠋ日本産科婦人�

科学会の感染症実態調査ጤဨ会࡛実した全国

調査࡛ࡣ、��分娩をࣂ࢝ーしている地ᇦ୰᰾

病㝔のアンࢣート調査において ���� 年～����

年の �年㛫に⣙ ��� の梅毒ྜే妊婦がሗ࿌ࡉ

��、ࢀ の先天梅毒がⓎ⏕していたࠋ梅毒ྜే

妊婦の年㱋分ᕸࡉࡲࡣに性感染症の女性⨯患者

の年㱋ピークと୍⮴しておࡾ、梅毒が �� ṓ௦の

ⱝ年女性にᣑがっているࡇとを♧していたࡉࠋ

らに、ᮍཷ診妊婦、定期ཷ診妊婦という♫会

的ࣜࣁスク妊婦に梅毒がᘏしているഴྥも

ࡣスク妊婦の୰にࣜࣁらの♫会的ࢀࡇ、ࡾ࠶

性産ᴗᚑ者が含ࢀࡲているྍ⬟性が࠶るࠋ�

たࡲ ���� 年に実した日本産科婦人科学会同

ጤဨ会の回目の調査࡛ࡣ、梅毒ྜే妊婦の

シࣜンによる治療をしたにもかかࢽཱྀ࣌⤒

わらࡎ、⣙ ��㸣（�� ��� ）が先天梅毒（母

子感染症）となっていたࡇとがุ᫂したࠋ�

産婦、ࡣのように、性産ᴗにⓎする感染症ࡇ

人科の見地からすると、母子感染をして、ḟ

ୡ௦にもᙳ㡪をཬࡰしጞࡵているࡇとがわか

るࠋ�

本研究࡛ࡣ、近年、ᛴቑしている女性梅毒⨯

患者に注目し、性産ᴗᚑ者（CSW）と㠀ᚑ

研究せ᪨ 
性産ᴗᚑ者のཷ᳨⾜ືとともに、産婦人科医療ᶵ㛵、特に産婦人科クࣜࢽックの産婦人科医の性

感染症に対するព識ࡣ、梅毒をࡵࡌࡣとする性感染症のᘏに῝く㛵するࠋ本研究࡛ࡣ、性感染症

のうࡕ、特に現ᅾὶ⾜期となっている梅毒に↔点を࠶てて、都内の全産婦人科医療ᶵ㛵にアンࢣート

を実したࠋその⤖ᯝ、産婦人科࡛の梅毒を性感染症᳨査に⤌み㎸ん࡛いるタが全タとࡣゝえ

本実態調査࡛得ࠋとなったࡾ᙮ࡁとがᾋࡇる࠶梅毒ὶ⾜期において産婦人科医のㄆ識が༑分࡛、ࡎ

らࢀた⤖ᯝを、東京都、埼玉県を୰ᚰとする産婦人科医にྥけてⓎಙしたࠋそのうえ࡛、梅毒᳨査の

ᚲせ性とṇしい治療法にࡘいてၨⓎάືをከ方㠃࡛⾜ったࠋ 
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者（㠀 CSW）を産婦人科クࣜࢽックがのよう

にᢅっているかを調査、研究したࠋ 
 
B.研究方法 

2017 年 1 ᭶から 2018 年 4 ᭶にかけて、近㞄産

婦人科医療ᶵ㛵ࡸ、本研究⌜の研究௦⾲者、他の

研究分ᢸ者の先⏕方からのࡈព見を集し、アン

ート用⣬స成ࢣアンࠋート内ᐜの᳨ウを⾜ったࢣ

を 2018 年ኟに⾜ったࠋ日本大学医学部研究⌮

ጤဨ会による研究⌮ᑂ査をཷけて、ᢎㄆを得たࠋ

2018 年 9-10 ᭶に都内に࠶る全産婦人科ᶆᴶ医療

ᶵ㛵にアンࢣート用⣬を㒑㏦したࠋ 
2018 年 11 ᭶～2019 年 1 ᭶ᮎに調査を実し

たࠋ㒑㏦による↓グྡアンࢣート調査（A4、⾲

1 ᯛ）ࠋ対㇟ࡣ、都内の産婦人科をᶆᴶする全医療

ᶵ㛵の㈐௵医師としたࠋCSW と、㠀 CSW に分け

て、性感染症のཷ᳨者ᩘ、᳨査内ᐜ、➼の実態を

調査したࠋ㐣ཤ 2 か᭶㛫のཷ᳨者にࡘいて回⟅し

て㡬いたࠋアンࢣート調査⥾ษ� 2019/1/31 とし

たࠋ 
アンࢣート調査用⣬ࡣ௨ୗのとお࠶࡛ࡾるࠋ 

 
性産ಅࢼʙ者ƓǑƼ᩼ࢼʙ者の性感染症検査受

検ܱ७調査 

性産ಅࢼʙ者（ǳȞȸǷȣルǻックスȯȸǫ

ȸᲴ以ɦ、CSW）の受検行ѣに関するܱ७調査で

す。ிʮᣃ内の産婦人科をಚする診療をݣᝋ

としています。 

ҽဃі科学ᄂᆮᝲ ǨǤǺݣሊሊᄂᆮʙ

ಅ（H29-31ࡇ࠰）žHIV検査の受検ѰڜのたǊ

の性産ಅのʙಅ者ӏƼࢼʙ者に関するᄂᆮ（ᄂᆮ

ˊᘙ者 ʻ᫋Ӫ）ſにǑる調査ᄂᆮです。 

 

இᡈᲬか月間のᝮᨈ外ஹ診療について、以ɦのឋ

բにݣするご回答をƓᫍいいたします。 

Ძ）ᐯࠁဎԓにǑって CSWとᛐᜤできた患者に

ついてƓ答Ƒくだƞい。 

Q1. CSWの受診があった   Yes   No  

Q2. CSWの受診者数    （   ）人  

Q3. CSW の受診Ⴘႎは STD チェックである   

Yes   No 

Q4. CSW の STD チェックをܱした患者の

うち、症状があった患者は？   

（   ）人 Ჩ（   ）人中 

Q5.  CSW の受診（チェック）間隔は？   

（   ～   ）か月Ɠき 

Q6. CSW に STD 予防の説明を行っている   

Yes   No 

Q7. STDチェックの検査内容について 

① 梅毒検査    行っている・いない 

② HIV検査    行っている・いない 

③ 性器クラミジア検査   行っている・いな

い   子宮頸部 ・ 口腔 

④ 淋菌感染症検査   行っている・いない     

子宮頸部 ・ 口腔 

⑤ 性器ヘルペス検査  行っている・いない 

⑥ A型肝炎検査  行っている・いない 

Q8. これらの検査の中で患者が希望したのは？ 

Q7 の番号の中から選択（複数回答可）

（            ） 

QᲳ. 梅毒検査陽性の患者数は？ （    ）

人  

Q10. 梅毒陽性者のうち、梅毒に関連する症状

のある患者数は？  （    ）人 

Q11.  梅毒陽性で治療した患者数は？  

（    ）人 

Q12. 梅毒の治療ᕤは˴を選択しているか？  

（            ） 

Წ）CSW とᛐᜤできない患者（CSW 以外の患

者）についてƓ答Ƒくだƞい。 

Q13. CSW以外の患者で STDチェックを希望

ƞれる患者数は？  （   ）人 

Q14. CSW以外の患者で STDチェックのܭ

受診している患者数は？ （   ）人 

Q15. CSW以外の STDチェックをܱした患

者のうち、症状があった患者は？  （  ）人 

Ჩ（  ）人中 

Q16. CSW以外の患者の STDチェックのたǊ
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の受診間隔は？ （   ～   ）か月 

Q17. CSW以外の患者に STD予防の説明はす

る    Yes   No 

Q18. CSW以外の患者の STDチェックの検査

内容について 

① 梅毒検査    行っている・いない 

② HIV検査    行っている・いない 

③ 性器クラミジア検査   行っている・いな

い   子宮頸部 ・ 口腔 

④ 淋菌感染症検査   行っている・いない     

子宮頸部 ・ 口腔 

⑤ 性器ヘルペス検査  行っている・いない 

⑥  A型肝炎検査  行っている・いない 

Q19. これらの検査の中で患者が希望してくる

のは？Q7 の番号の中から選択（複数回答

可）（            ） 

Q20.  CSW 以外の患者で、梅毒検査陽性の患

者数は？ （    ）人  

Q21.  CSW以外の患者で、梅毒陽性者のうち、

梅 毒に 関連 する 症状 のあ る患 者数 は？  

（    ）人 

Q22.  CSW 以外の患者で、梅毒陽性で治療し

た患者数は？  （    ）人 

調査へのご協力をいただき、まことにありがとう

ございました。 

 

日本大学医学部産婦人科学系産婦人科学分野 

川名 敬 

 
 (⌮㠃の㓄៖) 

調査ࡣ、患者からの回⟅࡛ࡣなく、産婦人科

医療ᶵ㛵の医師に対するアンࢣート࡛࠶るࠋ

ಶࠎの症に㛵する回⟅ࡣなく、ྛタの患者

ᩘ、診療方㔪を問う㉁問のみ࡛࠶るࠋしたがっ

て、患者ಶ人ሗをᢅう調査࡛ࡣないࡉࠋら

に、タྡࡣ↓グྡアンࢣートとしてಶ人を同

定࡛ࡁないように実したࠋなお、研究分ᢸ者

の所ᒓタ（日本大学医学部㝃ᒓᯈᶫ病㝔）の

研究⌮ᑂ査ጤဨ会のᢎㄆを得て実したࠋ�

C.研究⤖ᯝ 
2、ࡕート用⣬を㒑㏦したのࢣらのアンࢀࡇ か

᭶を⤒て 2019.1.31 866ࠋに回を⤊えた࡛ࡲ ᶵ

㛵にアンࢣートを㒑㏦し、回⟅ᩘࡣ 303（回⋡�

35㸣） (1/31 点)࡛࠶った2019ࠋ 年度にかけ

てゎᯒを実したࠋ 
集ィ⤖ᯝࡣ௨ୗの㏻࠶࡛ࡾるࠋ別⣬に⤖ᯝを

スࣛࢻとしてῧするࠋ 
�

㸯㸬 産婦人科医療ᶵ㛵における &6: ཷ診⾜ືと

梅毒᳨査の実状況�

2018 年 10-11 ᭶の 2 か᭶㛫࡛、性産ᴗᚑ者

（௨ୗ CSW）のཷ診が࠶る医療ᶵ㛵と、ྲཱྀ 診がな

い医療ᶵ㛵に分けてゎᯒしたࠋCSW（⮬ᕫ⏦࿌）

がཷ診した（2018 年 10-11 ᭶）タ122、ࡣ タ

 ࠋった࠶࡛（40.3%）
CSW ཷ診が࠶る医療ᶵ㛵࡛ࡣ、梅毒᳨査を実

しているのが、122 タ୰ 110（⣙ 90%）タ

⣙ࠋった࠶࡛ 10㸣のタ࡛ࡣ性産ᴗᚑ者がཷ診

しているにも㛵わらࡎ、梅毒᳨査を実していな

いタが࠶った୍ࠋ 方、CSW のཷ診がない医療ᶵ

㛵࡛181、ࡣ タ୰ 121（⣙ 67㸣）タࡣ梅毒᳨

査を実していないと回⟅したࠋそのうࡕ、STI
ットに梅毒ᢠయ᳨査がධっているのࢭック࢙ࢳ

⣙ࡣ 90%࡛、⣙ ていࢀࡲ梅毒ᢠయ᳨査が含ࡣ10%

なかったࠋCSW ཷ診のない医療ᶵ㛵࡛ࡣ、梅毒ᢠ

య᳨査を⾜っていないタが⣙ 67%を༨ࡵ、梅毒

ᢠయ᳨査のព識が有ពにపかったࠋ 
 
㸰㸬産婦人科医療ᶵ㛵における㠀 CSW の STI ᕼ

ᮃཷ診と梅毒᳨査の実状況 
ḟに、㠀 CSW ࡛ STI ックᕼᮃのཷ᳨者が࢙ࢳ

いた医療ᶵ㛵といなかった医療ᶵ㛵に分けたࠋ⮬

ᕫ⏦࿌による㠀 CSW ࡛、STI ックをᕼᮃし࢙ࢳ

たཷ᳨者がいた（2018 年 10-11 ᭶）タ187、ࡣ
タ（61.7%）࡛ 㠀ࠋった࠶ CSW のたࡵ、STI ࢳ
梅毒᳨査を、ࡎったにもかかわら࠶ックᕼᮃが࢙

実ࢀࡉたの187、ࡣ タ୰ 136（⣙ 70㸣）࡛࠶

梅毒᳨査が、ࡾ STI ックの㡯目にධっていな࢙ࢳ
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い医療ᶵ㛵が STIࠋった࠶30%࡛ ックᕼᮃの࢙ࢳ

ཷ᳨者がᒃない医療ᶵ㛵࡛ࡣ⣙ 70㸣が梅毒᳨査

を⾜っていないࠋ㠀 CSW（⮬ᕫ⏦࿌なし）の女性

に対する STI ックにおいて、梅毒ᢠయ᳨査の࢙ࢳ

ᮍ実⋡ࡣ⣙ CSW（⮬ᕫ⏦࿌）にẚ、ࡾ࠶27%࡛

して㧗く、医療ᶵ㛵のព識がపいࡇとが❚えるࠋ 
 
㸱㸬ཷ᳨者からの STI  ックᕼᮃ㡯目࢙ࢳ
� そ࡛ࡇ、ཷ᳨者ഃのㄆ識を知るたࡵに、ཷ᳨

者がのような STI ࡁック㡯目をᕼᮃして࢙ࢳ

たかを☜ㄆしたとࢁࡇ、CSW のཷ᳨者が来㝔し

た 303 タ୰ 101 タ、㠀 CSW の STI ッ࢙ࢳ

クを実した 303 タ୰ 80 タ、が患者からの

梅毒᳨査ᕼᮃが࠶ったと回⟅したࠋすなわࡕ、

患者⮬㌟が梅毒᳨査を実するࡁとㄆ識して

いたと回⟅した医療ᶵ㛵ࡣ、⣙ 3 分の 1 のみ࡛

特に、㠀ࠋった࠶ CSW 女性のព識がపいࡇとが

分かったࠋ 
 
㸲㸬梅毒㝧性者ᩘ（ᴫ⟬） 
� 本調査࡛ࡣ、全調査を⾜っていないࡇとか

ら、ᴫ⟬の患者ᩘを㉁問している2018.10-11ࠋ
᭶の 2 か᭶㛫࡛ཷ診した患者ᩘࡣ、CSW と⮬ᕫ

⏦࿌が࠶った患者ࡣ⣙ 1000 人、㠀 CSW ⣙ࡣ

2500 人࡛࠶ったが、その୰࡛梅毒᳨査㝧性࡛࠶

ったのが、CSW ࡛ 72 （7.4%）、㠀 CSW ࡛も

48 （1.9%）࡛࠶ったࠋCSW にẚして、㠀

CSW ったが、しかし࠶ప್࡛ࡣ⋠梅毒㝧性ࡣ࡛

㠀 CSW ࡛も 2 か᭶㛫࡛ 48 の㝧性者がいるࡇ

とࡣ現ᅾの東京都の実をᫎしていると⪃え

らࢀたࠋ 
 
࠙ၨⓎάືの実⦼ࠚ 

を用いて、2018-2019ࢱらのデーࢀࡇ 年にか

けて、全国 17 か所の研究会、学会の講演におい

て、性感染症に対する産婦人科医療ᶵ㛵の᳨査

の実態（都内に㝈る）と梅毒᳨査の実態にࡘい

てⓎ⾲したࠋ特に、梅毒にࡘいてࡣ、産婦人科

医の知識がஈしく、㡪が大ࡁかったࠋ 

らに、9ࡉ ⦅の産婦人科⣔のᩥ㞧ㄅにㄽᩥを

ᥖ㍕したࡇࠋのάືによって産婦人科医の梅毒

に対するព識をྥୖࡏࡉるࡇとが࡛ࡁたと⪃え

らࢀるࠋ 
 
D.⪃ᐹ 

都内の全産婦人科医療ᶵ㛵にアンࢣートを実

し、CSW と㠀 CSW にࡘいて梅毒をࡵࡌࡣと

する性感染症のཷ診実態を調た303ࠋ タ（回

⋡ 35%）よࡾ回⟅を得たࠋCSW に対する梅毒

ᢠయ᳨査実⋡ࡣ 90%ᙉ࡛࠶るが、CSW ཷ診の

ない医療ᶵ㛵における梅毒ᢠయ᳨査の実⋡

㠀ࠋ有ពにపいࡣ（33%） CSW に対する STI
、ࡣ⋠ックにおいて、梅毒ᢠయ᳨査ᮍ実࢙ࢳ

CSW にẚして㧗い（27%）ࠋCSW 女性ࡣ患者⮬

㌟がᕼᮃするࡇとがከいが、そ࡛ࢀも 1/3 ⛬度࡛

㠀ࠋる࠶ CSW 女性࡛ࡣ、梅毒に対するព識がよ

⳦᾿・ジア࣑性感染症というと、クࣛࠋపいࡾ

のみと⪃えているࡇとが❚えるࠋ梅毒㝧性者

CSW、ࡣ ࡛ 7.5%、㠀 CSW ࡛ ࠋった࠶1.9%࡛

たࡔし、㠀 CSW の㝧性者ࡣ⮬ᕫ⏦࿌していない

CSW のྍ⬟性もྰ定࡛ࡁないࠋ患者のᕼᮃとࡣ

㛵ಀなく、産婦人科医が✚ᴟ的に梅毒ᢠయ᳨査

を່ࡵるᚲせが࠶るࠋ 
性産ᴗに対するⱝ年女性のᩜᒃがపくなって

いるという♫会的⫼ᬒを⪃៖すると、㠀 CSW が

STI ᳨査をᕼᮃした場ྜࡣ、性感染症᳨査、特

に梅毒᳨査、を⥙⨶的に実するࡇとࡣᛴົ࡛

㠀ࠋうࢁ࠶ CSW 女性患者の梅毒に対するព識も

㧗いとࡣゝえないࡇとから、医療ᚑ者をᩍ

⫱、ၨⓎするࡇとが⫢せ࡛࠶るࠋ同に、♫会

的に梅毒のㄆ知度をୖࡆるࡇとも⾜ᨻに期ᚅࡉ

ᚋ、ྛ⮬治యのಖ健所➼がⓎ⾜したポࠋるࢀ

スࢱーを医師会、日本産婦人科医会➼を㏻し

て、診療所のᚅྜᐊにᥖ㍕するなの୍⯡ᕷẸ

ྥけのၨⓎも᳨ウするࡁと⪃えるࠋ 
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E.⤖ㄽ 
本実態調査によࡾ、産婦人科医療ᶵ㛵におけ

る梅毒᳨査のᚲせ性のㄆ識が౫↛として㧗いと

ゝえないࡇとがุ᫂したࢀࡇࠋらの医療ᶵ㛵

のၨⓎάືࡣ、梅毒患者の᪩期Ⓨ見に直⤖する

と⪃えらࢀた᳨ཷࠋ者のㄆ識ࡣ᭦にపく、梅毒

のㄆ知度がపいࡇとが❚えるࠋ㠀 CSW の女性に

おいても梅毒㝧性患者が᳨出ࢀࡉているࡇとも

現ᅾの東京都の実態をᫎしているࢀࡇࠋらの

の医療ᚑ者ྥけ、୍⯡ᕷࡵとを周知するたࡇ

ẸྥけのၨⓎάືࡣᛴົ࡛࠶ると⪃えらࢀたࠋ 
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